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　世界の機関リポジトリ数は 2005 年 12 月に 128
であったが，2013 年 10 月で 2,508 となり，9 年
で 19.6 倍と著しい増加をみせている。世界の
オープンアクセスジャーナル数は 2004 年 3 月に









2013 年までの 7年で，機関リポジトリ数は 83 か
ら 282 と 3.4 倍，構築機関数は 57 機関から 394
機関と 6.9 倍となっている。2014 年 1 月の Open-
DOARの統計 3）では日本の機関リポジトリの数は








る。図 4に 2013 年 11 月の日本の機関リポジトリ
のコンテンツ内訳を示す。内訳の上位は紀要論文





















（Researcher of the tomorrow）』 5）が 2012 年に，
『変わりゆく化学者の研究実務を支援する（Sup-
porting the changing research practice in chem-




とは別な流れであるが，2012 年には JISC と
RLUK の委託を受けて『英国大学教員調査 2012
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われた調査である。本調査の期間は 2012 年 11 月
26 日から 2013 年 1 月 23 日までで英国の大学図
書館の教員 45,809 人を対象としている。調査の
回答数は 3,498 で調査対象の 7.9% に当たり，
回答者の分野は，芸術・人文学が 1,189 人
（24.84%），社会科学が 1,545 人（32.28%），科学


















































































































を目的とし，70 機関 17,000 人を対象としている。






























































ラ ン キ ン グ が QS World University Ranking 
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